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走行サーベイ（JAEA）の測定結果をもとに、福島周辺県における空間線量率の経時的変化の分析を行い、

外部被ばくによる線量評価を行った。走行サーベイによる測定結果は主に 134
Cs と 137

Cs に起因することか

ら、沈着比を考慮して外部被ばく線量に対する短半減期核種の寄与を評価した。 
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1. 方法 

走行サーベイで測定された福島周辺 6 県（岩手県、宮城県、茨城県、栃木県、群馬県、千葉県）の空間

線量率の平均値の経時的変化を、事故後の経過年数の関数で定式化する。その結果に対して、屋内外の滞

在時間、建物による放射線低減、空間線量率と実効線量率の関係、バックグラウンド等を考慮して、事故

に起因する累積の追加実効線量を評価する。このとき、131
I 等の短半減期核種については、137

Cs に対する

沈着量の比を考慮することで当該核種に起因する被ばく線量の評価を行う。 

2. 結果 

福島周辺 6 県における累積の追加実効線量の評価結果を事故後 1 年間及び 10 年間について下表に示す。

周辺 6 県においては平均的に、事故後 1 年で 0.6 mSv 程度、事故後 10 年で 1.7 mSv 程度の推計結果となっ

た。この推計結果は、UNSCEAR による推計結果の範囲に収まる。 

 本研究の評価（mSv） UNSCEAR の評価（mSv） 

事故後 1 年 事故後 10 年 事故後 1 年 事故後 10 年 

岩手県 0.26 ―
*
 0.14～0.31 0.1～0.7 

宮城県 0.53 0.92 0.05～0.55 0.1～1.3 

茨城県 0.39 1.2 0.06～0.54 0.1～1.3 

栃木県 0.62 1.7 0.06～1.07 0.2～2.5 

群馬県 0.16 ―
*
 0.06～0.50 0.1～1.2 

千葉県 0.23 ―
*
 0.05～0.76 0.1～1.8 

* 空間線量率が事故前のバックグラウンドに達した場合は評価を行わず              

3. 今後の検討 

今後は、既往の測定結果やシミュレーション結果に基づき、いくつかの沈着量の比を仮定し、計算に使

用する沈着量の比の違いによる推計結果の差異を評価する。 

この研究は環境省委託事業「平成 26～28 年度原子力災害影響調査等事業（放射線の健康影響に係る研究調査事業）」（研究課題：東京
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